
原　稿　作　成　の　手　引　き

2．論文の種類

1）�　近畿大医誌に掲載される論文は，原著，総説，

症例報告の他，編集委員への手紙あるいは技術レ

ポートなど幅広い内容と形式を含む．

2）�　原著は，著者自身の学術研究で，ある結論に達

したものをまとめたもので，方法，結果，または

その解釈が従来の報告にみられない，新規で独創

的なものを含んでなければならない．

3）�　総説は，ある主題について，既に発表された内

外の文献を紹介し，現時点におけるその主題の研

究状況と将来の展望などを総合的に論述するもの

で，必ず著者自身の学問的見解が反映されていな

ければならない．

4）�　症例報告は，主として患者の症例について体験

の結果を報告するもので，原因，診断，治療など

について討議する価値があると判断されたもので

なければならない．

3．論文の基本構成

1）�　原稿は，原則として次項 （3.2） に示す順に各項

目ごとに新しい頁から書始め，ーまとめに揃える．

表紙から始めて文献まで，連続した頁番号を打つ．

図は別にまとめること．

2）�　論文は通常次の項目からなる．

　　�(1) 表紙，⑵抄録とキーワード，⑶本文，⑷謝辞，

⑸文献，⑹表，⑺図の説明，⑻図．

3）�　原著の本文は通常次の項目からなる．

　　(1) 緒言，⑵方法，⑶成績，⑷考察

4）�　総説，症例報告などでは 3 ）に準じるが，適宜

変更しても差支えない．

4．表　紙

1）�　通常表題，氏名，所属，省略題名，脚注の順に

記載する．表題，氏名，所属に対応する英文をあ

わせて記載する．

2）�　表題は論文の中で通常最初にしかも最もよく読

まれるものであり，論文の内容を簡潔かつ明確に

示すことか必要である．

3）�　副題はなるべく避ける．

4）�　動物実験の場合は原則として動物名を表題に含

める．この際学名でなく一般名を用いることが望

ましい（例えば，ラット，カエル）．

5）�　表題には略語や記号は原則として使用しない．

6）�　氏名は連名のときは 1 字分あけて書き，各著者

1．一般的注意

1）�　本要項は近畿大学医学雑誌（近畿大医誌）に投

稿する論文執筆の参考にするため作成したもので

ある．

2）�　近畿大医誌は広範囲の領域の研究者により読ま

れることが期待されるので，平易でわかり易い表

現を心掛け，ある専門領域でのみ通用する用語，

略語は避けるべきである．

3）�　記述は正確，明快，簡潔なものであるとともに，

必要かつ十分なものであるべきである．

4）�　Word ファイルをメール及び Slack （院内専用

連絡ツール） にて提出する．

5）�　数字は原則としてアラビア数字とする． 3 桁ご

とに ， を打ち，小数点は ． とする．ただし単位を適

切に選び，0 が多く連なり長くなることを極力避

けるよう配慮すること．また，日本語の成語と

なっているものは漢字で書く（例えば二重，四捨

五入）．

6）�　文章は現代仮名づかい，平仮名混りの日語体と

する．読み易いように適切にコンマを用い文章の

終わりはピリオドとする（。とはしない）．長文

や複雑な構文はなるべく避ける．医学用語以外の

漢字は原則として常用漢字を用いる．あるいは，

いまだ，および，さらに，ただし，なお，ならび

に，まだなどは平仮名で書く．また，日本語化し

た外来語は片仮名で書く（例えばラジオ）．

7）�　字体を指定するときは，下記のように下線をつ

ける．

　�ゴシック体 ，イタリック体    　　　　，

　スモールキャピタル　　　　　ラージキャピタル

　   

　�イタリックは生物名のときなど特に指定されたと

きのみ用い，原則的に本文中で強調する目的には

使用しない．常用されるラテン語，例えば in vitro, 

in vivo, etc., et al. などはイタリックにしない．

8）�　論文作成のために日本語および英語科学論文作

成のために多くの参考書があるのでぜひー読して

おかれたい．
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　�を打つ．本文中では，「…表 l に示した．」，「…で

ある（表１）．」などと表現する．

３）�　原則として刷上がり 1 頁以内におさまるよう

に工夫すること．雑誌を横にしてみる表はなる

べく避けること．

４）�　表は，1 表ごとに１ファイルとして作成提出

する．原則として写真印画は受付けない．学会

発表スライドは，表現が簡略すぎるなどそのま

までは雑誌には不向きことが多いので注意する

こと．

５）�　表のけい線はできるだけ省略する．縦線は原

則として入れない．通常は 3 本の横線で十分で

ある（縦欄見出の上，下および表部分の下に各

1 本）．

６）�　表題，見出し，データ部分，脚注など全て日

本語で表現する．

７）�　表に実験値または観測値など数字を並べると

きは，適切な単位を用いて異常に大きい，ある

いは小さい数字にならないよう配慮し，有効桁

数を揃える．また平均値と標準偏差もしくは標

準誤差の有効桁数のバランスも考慮する．平均

値は m，標準偏差 SD，標準誤差は SE で表わす．

必ず実験（観察数，n） を明示し，検定の確認

が可能なように配慮する．

８）�　実験材料など詳細な説明は，脚注として表の下

に配置する．見出し記号には＊，＊＊， †， §，など

が用いられる．危険率 p は小文字とし，イタリッ

クとする．文章でない説明にはピリオドは原則と

して打たない．

10．図

１）�　図には線画，中間調の図と写真があるが，こ

こではすべて図として取扱う．

２）�　図には折線や棒グラフ，平面もしくは立体模

式図などがある．表よりも視覚に訴えて一見し

て理解できる利点があるが，反面，正確または

詳細なデータの記載には向ない．これらの点を

総合的に考慮して，より適切な方法を選ぶこと．

原則として同一データを図あるいは表と本文と

で重複させない．

３）�　すべての図は本文中に指示されていなければ

ならない．本文中に引用される順に 1. 2 と番号

を打つ．文章の一部として示すときは，図 1 に

示すごとく……のように表記するが， （   ）内に

示すときは（図 1 ）とする．複数の場合，前者

では，写真の場合も区別せずに図として通しの番

号を付し，写真とはしない．

４）�　線画と中間調の図

ⅰ）�　原則として，そのまま製版可能な完成データ

として作成すること．学会発表用スライド等の

流用は，不要な文章の混在や表記の不統一が生

じやすいため，そのままの使用は不適切である．

ⅱ）�　図の大きさは掲載時の仕上がりを考慮して作

成すること．原寸でも可とするが，一般には

2/3 ～ 1/2 程度に縮小されることを想定するこ

と．近畿大医誌，Acta Med Kindai Univ とも，

横幅１段 7.5 ㎝，2 段連続 15.0 ㎝を基準とする

ため，いずれかに収まるようレイアウトするこ

と．製作上は 1 段幅（7.5 ㎝）での掲載が望まし

いため，縮小後でも判読可能な文字サイズおよ

び線の太さとすること．なお，2 段の途中にま

たがるような配置は原則として避けること．

ⅲ）�　図中の用語や縦軸・横軸の表記および数値は，

著者の責任において完成させておくこと．掲載

時に文字高が 1.5 ㎜以上となるように調整する

こと．

ⅳ）�　図は 1 図につき 1 ファイルとして提出するこ

と．ファイル名には図番号を明記し，必要に応

じて著者名を付記すること．

５）�　写真

ⅰ）�　写真データは，コントラストおよび解像度が

十分で，鮮明なものを提出すること．カラー画

像については色調を適切に調整し，最終的な掲

載イメージを確認のうえ提出すること．

ⅱ）�　写真の大きさは掲載時の仕上がりを考慮し，

１段幅 （7.0 ㎝） または 2 段幅 （14.0 ㎝） に収まる

ように作成すること．縦方向は必要に応じてト

リミングし，最大 21.5 ㎝程度を目安とすること．

ⅲ）�　写真内にラベルや文字を挿入する場合は，端

から十分な余白 （目安として 3 ㎜以上） を確保

し，欠けや判読不能が生じないよう配慮するこ

と．文字の高さは掲載時に 2 ㎜以上となるよう

にし，背景とのコントラストにも十分留意する

こと．

ⅳ）�　顕微鏡写真（光顕・電顕とも）は撮影倍率を

示すことが必要である．

ⅴ）�　写真データには，必要に応じて図番号や上下

の向き等が判別できる情報を付記すること．　

トリミングはデータ上で適切に行い，不要な余

白は極力除くこと．

ⅵ）�　完成した写真は，図１枚につき 1 ファイルと

して作成し，汚れや劣化が生じないよう適切に

データ管理すること．画像は，A4 判相当のレ

イアウトで確認可能な画像度とする．

　  ２枚以上の写真を組とするときは，コントラス
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トや濃淡のできるだけ揃ったものを用い 2 つの写真

の間の空白は 2 ㎜以下になるよう配慮する．いわゆ

るプレートとして組写真にするには，横 13.8 ㎝×

縦 20.5 ㎝まで利用できる．

ⅶ）個人識別が可能な写真を掲載するときは，画像

処理（マスキング等）により識別不可能とするか，

あるいは患者もしくは法廷代理人の書面による許可

が必要である．

11.　図の説明

１）�　図とは別のファイルとして作成し，日本語で

記載すること．同じファイルに図１，図２，と

説明を続けてよい．図の表題は簡潔なものとす

る．それに続く説明部分は，改行して記載する

こと．

39


	空白ページ



